


i活路開拓調査・実現化事業に着手 I

成形加工と再生処理業が連携

廃プラ分別回収で再資源化図る

工業組合は平成12年度に「社会要請対応円滑化支援事業」を実施、数多くの調査結果

を得たが、平成15年度はこれを基礎に補助事業「活路開拓調査・実現化事業」に取り組む。

テーマは『廃プラの樹脂別分別回収と再資源化機構の実現化』

事業は岐阜県中小企業団体中央会の補助金を得て『廃プラの樹脂別分別回収と再資源

化機構の実現化』をめざす調査研究事業で、さる 6月25日付けの補助金交付決定通知を

受けて 7月22日午後、岐阜産業会館で第 1回調査委員会を開き、事業の具体的な推進方

法について協議するなど事業スタートした。

この事業によって『廃プラの樹脂別分別回収と再資源化機構』を実現することができ

れば、原材料使用量や廃棄物処理費用の削減が図れ、組合員企業の経営改善はもとより

社会環境の改善にも大きく貢献できるものと考えられる。

分別回収と再資源化

の能力を重点に調査

工業組合が実施した「社会要請

対応円滑化支援事業」では、全組

合員が排出する廃棄物（主として

廃プラスチック）は、年間2,788%

にも達し、その処理費用は単純

計算ながら年間 5~6千万円に

のぼることが明らかになった。
ヽ~ ~ ~り~~ ~ ~ふ

今回実施する活路開拓調査・ 活路開拓調査・実現化事業の第 1回調査委員会

実現化事業は、こうした貴重な調査結果をもと 受ける一方、環境規制の厳しさと共に廃棄物処

に『廃フ゜ラスチック分別回収調査』『わが社の廃

プラ・ゼロ対策』『わが社の再資源化能力と対

策』を行い、さらに専門家委員による研究事業

によって、廃プラの樹脂別分別回収による再資

源化ビジョンを策定するのがねらい。

成形加工業界は大半が中小規模の下請加工業

者で、受注先から厳しいコストプッシュ要請を

理費用は年々嵩み、企業経営を大きく圧迫して

おり、この事業にかける期待は大きい。

実行委員長に日比副理事長を委嘱

定例理事会に続いて開催した初委員会は、活

路開拓調査・実現化事業の推進方法を協議した

後、実行組織や実施スケジュール、アンケート
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調査とヒャリング調査。まず、

8月 1日を調査時点に20項目に

のぼるアンケート調査『廃プラ

の樹脂別分別回収と再資源化調

査』を行なう。続いて 8月下旬

から10月にかけて専門家委員が

個別訪問、成形加工関連メー

カーを対象に『わが社の廃プラ・

ゼロ対策』また、原料及び再生

処理関連メーカーを対象に『わ

が社の再資源化能力と対策』に

ついて実地調査する。

組合員の協力を得て行なう廃プラ尋アンケート調査票 アンケート及びヒャリング調

調査内容を決めた。 査、さらに専門家委員を中心とする調査研究に

実行組織は、大松理事長のもとに学識経験者

で組織する専門家委員会、業界側では推進委員

会と協力委員会を組織し、 3つの委員会をまと

めて実行委員会として、委員長に日比勝次副理

事長、副委員長は久世幸博監事に委嘱した。

専門家委員会はプラスチック処理促進協会、

日本プラスチック日用品工業組合、岐阜県製品

技術研究所、地球環境村ぎふなどから専門家を

派遣してもらい、総括的な課題と対策を担当し

てもらう。その初会合は 8月8日に開催予定し

ているが、調査研究を重ね、廃プラ再資源化を

めざした分別回収による再資源化ビジョン『廃

プラの樹脂別分別回収と再資源化機構』を作成

してもらう。

業界側は推進と協力の 2委員会

推進委員会は成形加工業関連の理事16人で組

織し、成形加工メーカーの立場から課題と対策

をまとめる。協力委員会は材料関連の理事 4人

で組織、原料及び再生処理メーカーの立場から

課題と対策をまとめていく。

全組合員の協力を得て行なうのはアンケート

より①廃プラ排出量の経年変化（平成12年度調

査と比較）や樹脂別排出量及び形態の確定、鹿

プラ処理費用の調査②工場における排出時の樹

脂別分別方法のルール化③分別後の回収方法の

策定④成形加工業者と再生処理業者の連携によ

る廃プラ再資源化⑤再生できない廃プラの処理

対策ーーを明らかにしていく。

業界ぐるみで普及と実現めざす

実現化ビジョンは、アンケートやヒャリング

などの個別調査結果『中間資料』に、専門家委

員会の視察や研究結果と推進委員会、協力委員

会の意見を加え、年内目標にまとめていく。ビ

ジョン作成に当たっては、業界の実態に適した

①分別回収方法②廃プラ再資源化方法③分別回

収ルール設定④成形加工業者と再生処理業者の

連携方法⑤最終処理方法ーーなど資源循環型社

会に適合した方策をめざす。

さらに年度末の 2月に、成果普及講習会を開

催し「企業ぐるみで工場廃棄物の削減や適切な

廃プラ管理に取り組み、業界ぐるみでビジョン

の普及と実現」につとめていく。
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特別講習会に続いて技能検定を実施

受検 は 人、 は49

合格めざして射出成形の検定に挑戦

工業組合は県職業能力開発協会から『プラスチック射出成形技能検定』を受託、実施

しているが、今年度は 6月23日から 7月14日にかけての16日間、実技の『技能検定試

験』を行なった。これに先立ち 6月16日から 3日間『特別講習会』を開催し、受検者の

レベルアップを図った。

今年度の射出成形受検者は、 1級が学科のみ 3人、実技のみ 4人、両方10人、また 2

級は学科のみ13人、実技のみ10人、両方が39人の合計80人にのぼり、平成12年度の90人

に続く過去 2番目の大量受験となった。このうち今回の実技検定対象者は 1級14人、 2

級49人の合計63人で、全員合格をめざして検定に挑戦した。

温調機も更新さ

れて会場は整備

射出成形の会場は、

例年と同じ岐阜県製品

技術研究所の 3階講堂

とl階の高分子加工実

験場。クレーンに続い

て温調機も更新、すっ

かり整備された検定会

場には日精、住友の成

形機 2機が並び、ハイ

テク時代にふさわしい

試験場となった。 受検者が過去 2番目に多かった今年の射出成形技能検定実技試験

「誇りを持ち立向え」

日比副理事長が受検者を励ます

技能検定に先立った講習会開講にあたり日比

勝次副理事長がかけつけ「プラスチックの成形

加工技術は、手動式のプランジャーに始まり、

現在は 2千トン、 3千トンの超大型成形機によ

る加工へと発展している。この間、わずか半世

紀、技術の進歩発展は予測できないほどのス

ピードである。幸い岐阜県のプラスチック加工

業界は着実な発展を遂げ、県下 7大産業の地位

を占め、全国的にもレベルの高いプラスチック

産業県になっている。業界に携わる皆さんは、

この誇りをもってほしい。そして、それぞれ所
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作業中止が目立ってい

る。このため特別講習

会では 7つの講義に加

え、クレーン操作を含

む射出成形機の取り扱

い説明と実習に重点を

麗くことにした」と受

検対策を説明した。

機種を公開抽

選で決め実施

講習会第 1日は①技

基本からみっちり勉強し、レベルアップを図った特別講習会 能検定の受検対策・射

属する会社で、自分は何をすればよいのか、ど 出成形条件②成形材料③成形不良対策④機種

んな技能・技術を磨けばよいのかを考え、技

能・技術の取得と向上に立ち向かってほしい」と、

受検者を激励した。

目立つ時間オーバーでの作業中止

講習会は井藤正司首席検定委員（ムトー精工

テクニカルセンター長）の「技能検定の受検対

策・射出成形条件について」で始まった。

井藤首席検定委員は「日本の製造業は中国は

じめアジア各国へ流出し、製造業の空洞化が叫

ばれている。プラスチックの製造・加工業界に

もその煩向が現れ、アジア各国における生産量

や技術レベルは高く、あなどれない。この先、

日本国内の企業経営はどうなっていくのか不安

に思う。今後の日本国内では、単なる量産化か

ら多種少量生産時代への対応を迫られ、その加

工技術は、ますます高度化することが要求され

るだろう。新時代の到来に備え、技能・技術を

磨き、日本でしか作れないものを作る技術者に

なってほしい」と励ました後、

「最近の実技検定の傾向として、機械操作の

不慣れによるトラブルや、時間オーバーによる

別・射出成形機の取り扱い⑤学科の模擬試験に

ついて説明があった後、受検日時と使用機種

（日精と住友 2機種）の公開抽選を行なった。

第 2日は「学科の模擬試験結果と対策」の後、

6班に分かれて「クレーンを含む成形機の取り

扱い実習」で、第 3日は終日「クレーンを含む

成形機の取り扱い実習」を行なった。

実技の検定は、 1級は 6月23日から 4日間、

2級が6月26日から13日間、いずれも午前午後

に分かれて 4人ずつ行なった。

検定方法は、 1級は 3時間40分内に 2種類の

樹脂（ポリエチレン。ポリスチレン）を使用し

て、課題の箱状の成形品を成形し「成形収縮率

計算票」と「材料歩留まり率計算票」を作成し

た。 2級は 3時間内に 2種類の樹脂を使用し、

箱状の成形品を作成した。

合格者発表は10月7日に県公報で

なお、模擬試験の結果は最高得点が92点、最

低は28点、平均点は61.6点で、まずまずの成績

だった。学科試験は 8月24日（日）で、合格者

の発表は10月7日（火）の県公報に掲載される。
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屈用増加を期待できるが、課題も多い

□□ープラ・リサイクル事業の雇用開発ガイドまとまる一――~
雇用・能力開発機構岐阜センターは、岐阜県下の新規成長分野雇用創出啓発事業とし

て『プラスチック等リサイクル事業の屈用開発ガイドブック』をまとめた。

増加が期待できる。その雇用計画人数は専業事

県内28事業所の経営実態を調査

この雇用開発ガイドブックは、平成14年度に

成長分野等雇用創出啓発懇談会を組織し①リサ

ィクル事業の経営・雇用実態②雇用創出の好事

例③モデルとなる人材開発・雇用管理事例ー一

を調査、検討してきたもので、関連事業者への

ガイドブックとして提供している。

リサイクル事業の経営・実態調査は、対象34

事業所のうち、回答のあったプラスチックのリ

サイクル兼業16事業所、同専業12事業所の合計

28事業所の結果である。

採用は即戦力の専門職がめだっ

その28事業所の従業員は、全体で2,415人、う

ちリサイクルを担当する正社員は285人、パー

ト57人の合計342人。やはり専業事業所のリサ

イクル部門担当者は多く、正社員246人、パート

40人にのぼった。

今後の新規採用計画では、新規採用人員のう

ちリサイクル関連部門が65％を占め、雇い入れ

業所が137人、兼業事業所が73人だった。

これまで採用した職種では「製品管理」の専

門職がめだち、とくに分別、粉砕、加工などの

機械オペレーター及び技術開発担当者の採用例

が多かった。採用形態は即戦力の中途採用が多

く、また、賃金コストの面からパートやアルバ

イトの採用もかなり進んでいる。

素材の回収や安定供給が問題点

今後検討していくリサイクル処理方法として

は、専業、兼業とも「再生利用」としているが

兼業事業所では油化や燃料化と答えた事業所が

あった。リサイクル商品開発の問題点は「素材

分別と素材処理」「材料の安定供給方法」をあげ

る事業所がめだった。問題点の内容は◇材質に

より処理方法が異なる◇素材分別と素材処理の

難しさや異種材料の混入防止◇複合材の製品が

多くなり、分別困難になった◇汚れた回収物が

多く、リサイクル製品の質が低下◇リサイクル

製品の用途開発と普及促進一ーなど。

ガイドブックで

採用時必要とした職務

1国全体ロリサイクル I

その他

一般事務

技術営業・一般営業

機械操作専門職

製品管理専門職 菜魯：況ぷ•3翠

゜
2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

は、教育訓練の問

題点やリサイクル

事業の好事例調査

も行い、最後に課

題と対応策を提言

している。

主な提言をあげ

ると、 リサイクル

事業への戦略では
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の重点化、販路や営業エリアの拡大」「リサイク

ル事業の PR」など。

「先進的企業の回収、選別、再生の技術や方法

さらに再生製品・再生原料の市場動向を調査し

新しい展開を図る」「大学や研究機関への社員派

遣や交流によるネットワークづくり」「提案制度、

表彰制度を設け、報奨金や賞品を与え、社内活

力を盛り上げる」。

営業戦略では「再生品の転用先の検討、回収

物の回収方法や選別方法を検討する」「受注品目

合同で企業のイメージのアップを

生産システムの見直しでは「工程の見直しと

作業内容の分析」「要員の適正配置や作業環境の

改善」「省力化、自動化の確保と生産性の向上」

「回収や処理施設の共同事業化・共有化の検討」

など。

雇用面では「専門的な教育訓練体系の確立と

指導者の育成」「資格取得奨励による技術力の向

上」「合同募集パンフの制作など募集方法の改

善」「企業イメージのアップ」「高齢者・女性の

採用やパートの有効活用など採用方法の多様

化」「地域への社会貢献活動、地域住民との交

流」をあげている。

口違反事件は増加煩向
平成14年度・下請代金法の違反—□

公正取引委員会は「平成14年度・下請代金支

払遅延等防止法の運用状況」をまとめた。公取

委は下請取引の性格上、下請事業者からの自発

的な申告が期待でぎないため、毎年、製造業を

中心に定期調査を実施している。今回は親事業

者17,385社、その取引下請事業者99,481社を対

象に調査した。

調査によると、平成14年度に発生した下請代

金法違反被疑事件は1,427件で、前年度比4.4%

増であった。このうち違反被疑事件として処理

したのは1,426件で5.0％増。このうち勧告の措

置が2件、警告が1,362件であった。

平成12年度以降、新規発生件数及び処理件数

が増加している。 14年度は急増した13年度

(15％増）より増加率は低かったものの、依然

として増加傾向が続いている。

とくに14年度は、下請事業者からの申告が前

年度比18.6％増と急増している。公取では「長

引く不況を背景に、下請業者の立場はますます

苦しい状況にある」と分析している。

14年度における下請代金法第4条違反事件数

1,366件の内訳は「下請代金の支払い遅延」が

35.1％で最も多く、次いで「長期手形」 24.0%

「下請代金の減額」 15.7%「購入強制」 9.0%

「早期決済」 5.8%「買い叩き」 4.3%「受領拒

否」の3.3%と続いている。

違反の6割占める製造業の 5業種

また、とくに違反行為が多いのは製造業で一

般機械器具、電気機械器具、金属製品、輸送用

機械器具と自動車販売・修理業を対象に立ち入

り検査を行い、勧告、警告の措置をとった。

これらの業種では支払い遅延、減額、長期手

形の違反行為が多く、 5業種で違反行為総数の

60％以上を占めた。
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口資本金規制を大幅に緩和か廃止を…」
中小企業政策審議会の企業制度部会が提言—---／口

中小企業政策審議会の企業制度部会は、提言『中小企業政策の視点から新しい会社法

制のあり方』をまとめ、大がかりな会社法改正を検討している経済産業省・中小企業庁

の法制審議会会社法部会へ提言した。

提言の骨子は、過剰な規制を撤廃し、中小企業が会社形態や経営手法について自らの

実態にあった選択ができるようにするため「最低資本金規制を大幅に緩和または廃止す

る」 「取締役の員数（譲渡制限株式会社は 3人） の規制は、有限会社 (1人） と同様に

する」などとしている。

現行法制には過剰な規制が多い

提言・中小企業政策の視点から新しい会社法

制のあり方を詳細にみると、まず現行法制の問

題点について①枠組みが画ー的②過剰な規制が

存在する③対外的な信用カ・企業イメージによ

り会社形態の選択に歪みが生じている一ーこと

を指摘している。

こうした問題点を解消し、創業や経営革新を

進めやすくするためには「有限責任の下で運営

される会社の最低限のルールを明らかにし、成

下げ、または廃止すべき」「会社の目的を記載す

る登記実務の運用を緩和し、包括的な記載を認

めるべき」 と提言している。

新法で低資本金の創業が可能に

とくに最低資本金規制（株式会社1,000万円有

限会社300万円）では①廃業率が開業率を上回る

状況が続き、創業の促進が急務になっている②

ネットビジネスや高い技術を持った大学発ベン

チャーなど低資本金の創業が可能になっており、

業種にかかわらず一律に規制を設けることが経

長する中小企業がその時々の実

態・成長段階に応じて最適な運

営ルールを選択できるようにす

＂屑睛墨 1|l1 粛應祐尋||||1月| ＊創業塾受講生に対するアンケート謂査
（平成15年3月、数字は％）

ることが必要である」 と提言し

ている。

とくに中小企業の大部分が株

式の譲渡を制限する 「譲渡制限

株式会社」であることから「株

主が家族や知人であるなど、一

般に株主と経営者の信頼関係が

強いという実態に則して見直す

必要がある」 と強調している。

具体的に会社設立時の規制に

ついて「株式会社、有限会社に

ついて最低資本金を大幅に引き

最低資本金規制は
撤廃して欲しい

最低資本金の払い込みに
備えることで会社設立前の
資金が不足してしまうから

最低資本金の存在が創業者の
心理的重圧になっているから

株式会社になることが
大変だから

その他 1

罰罰蒻iIII111j罰靱罰讚憎111l|位III|||1l||11|11|l1||||||llII1囀
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済活動の活性化を阻害する③諸外国では米国の

ように最低資本金制度が存在しないか、日本よ

り低い水準になっている④新事業創出促進法の

改正により最低資本金規制の特例が設けられ、

設立後 5年間は当該規定が適用されなくなった。

今年 2月に施行され 4月には1,500件に達して

いる一ーと指摘し、最低資本金規制を大幅に引

き下げ、または廃止を求めている。

取締役の員数制限を無くしたら

会社の機関については「取締役の員数は、譲

渡制限株式会社 (3人）についても有限会社並

みに 1人でよいとすべきだ」と提言している。

これは所有と経営を完全に分離した公開会社を

想定した規定であり「家族や知人が株主になっ

ていることが多く、株主と経営者の信頼関係が

強い譲渡制限株式会社では、取締役人数を制限

しなくても会社運営の健全性が確保できる」と

している。

同じ理由で「中小企業が実態にあわせて機関

設計ができるよう譲渡制限株式会社における取

締役と代表取締役の設置を任意化し、現行有限

会社と同様の扱いとすべき」「譲渡制限有限会社

の取締役任期（現行 2年）を有限会社並みに自

由に決められるように」としている。

取締役の書面決議を認めては

また、多くの中小企業では日常的な取締役同

士の意思疎通が多く、かといって全員揃って取

締役会を開催しても実益は乏しい。このため譲

渡制限株式会社では「取締役全員の同意を要件

に、取締役会の書面決議を認めるべき」さらに

株主が限られており、経営者と株主の信頼性が

強い場合が多いため「譲渡制限株式会社におけ

る監査役の設置を任意化すべき」とも提言して

いる。

-9-

組合青年部が合同研修
L 愛知と岐阜・講演の後に情報交換 _j

工業組合青年部は、 7月12日、岐阜市内に

あるグランヴェール岐山で合同研修会を開催

した。恒例となった愛知県プラスチック成形

工業組合青年経営者研究会との合同研修会で

岐阜県側は林敬一郎青年部会長ら14人、愛知

県側は井上登永会長ら 8人が参加した。

研修会は、システムデザイン総合研究所の

山田進氏を招いて「時代の変化と業態変化に

対する業務改革」をテーマに講演を聞いた後

相互に情親交換するなど、親睦を深めた。

業務改革の成功のカギは 7ヵ条

講師の山田さんは東海地方を活動エリアと

する業務改善コンサルタントで、組合員企業

の中でも数社の指導実績を持つ人。講演の中

で山田さんは「時代が大きく変わりつつある

中で企業が勝ち抜くためには、ビジネスプラ

ンを考えて業務改革を展開しなければ成功し

ない」と前置きし成功のカギは①企業ビジョ

ンを明確にする②少し高いレベルの改善に挑

戦する③職場のチームワークをよくする④生

産性アップに向け、機械設備の改善投資を継

続的に行なう⑤エー格好をしない。見栄を張

らないこと⑥推進リーダーをつくること⑦改

善結果を直ぐに求めるな一ーにあり「この

7ヵ条を守って業務改革を進めてほしい」と

力説していた。

◇ジェトロ岐阜が貿易相談会開催◇

ジェトロ岐阜貿易情報センターは、 8月20

日（水）午後 2時から岐阜県民ふれあい会館

6階の事務所で、ジェトロ認定貿易アドバイ

ザーを迎えて「貿易相談会」を開催する。



事務局だより

会員と事務局を結ぶページ

□アンケート調査にこ協力ください口

今会報のトップ記事で紹介しましたように新

規補助事業『活路開拓調査・実現化事業』が、

『廃プラスチックの樹脂別分別回収と再資源化

機構の実現化』をテーマにスタートしました。

事業の実施によって、組合員企業の原材料使用

量や廃棄物処理費用の削減を図ると同時に、経

営改善はもとより会社環境の保全に貢献してい

くのがねらいです。

アンケート調査はその基礎資料とするもので

ご協力のほど、よろしくお願いします。

□9月20日に『地球環境村フェア』口

（財）地球環境村ぎふ、岐阜県などが主催す

る『地球環境村ぎふフェア '03』が 9月20日

（土）の午前10時から午後4時まで、岐阜市薮

田南 2の岐阜アリーナで開かれます。

資源循環型社会の構築に向け、県民に廃棄物

リサイクル思想の普及啓発と岐阜県・地球環境

村構想の PRを行なうものです。テーマは「楽

しく遊んで学ぼうリサイクル」で、行政側の各

種展示、企業の省エネ製品展示、さらにはリサ

イクル体験やフリーマーケットにいたるまで、

従来のイベント形式を見直した催事です。当工

ボリエチレン

スミカセンR
塩化ピニル樹脂

スミリットR
エチレン酢酸ピニル共重合樹脂 メタアクリルシート

業組合も協賛させていただきました。せひ、ご

参加ください。

□中国進出・失敗を防ぐ 5つの心得口

中国進出への関心が一層高まるおり、県産業

経済振興センターは『巨大市場中国の今後』を

テーマに中国経済セミナーを開催しました。

そのセミナーの中で伊藤忠ビジネス戦略研究

所の古屋明さんは「日中関係は競合ではなく、

補完関係を保て」と前置きし①得意分野に限定

し、局地戦で戦え②有カパートナーと連携せよ

③投下資本の早期回収を図れ④守りを疎かにす

るな⑤軌道修正にちゅうちょするな一ーと失敗

を防ぐ 5つの心得を話しておられました。

口事務局夏期休暇についてお知らせ口

工業組合事務局は、 8月13日（水）から15日

（金）までの 3日間、夏期休暇に入ります。事

務局へのご連絡はお早めにお願いします。

岐阜県のプラスチック

2003年第172号

平成15年7月30日発行

発行岐阜市六条南 2丁目11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話(058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX(058) 2 7 6 - 1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者宮田 畜

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

エバテートR スミペックスR 住友SBR
ポリプロピレン

住友ノープレンB

ボリス千レン樹脂

エスプライト

メクアクリ Iし樹脂

スミペックス-Bjj)
高密度ポリエチレン

スミカセンハード

住友化学

合成ゴムEPR

エスプレンn
エチレン酢酸ピニル
塩化ピニル共重合樹脂

スミグラフト，砂

株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052〉201-7571
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今年こそ不況克厭の年

プラスチック業界の飛躍めざそう

2003年7月

岐阜県プラスチック
工業組合役員一同

IJ鸞のZ’””
岐皐フヅ工業糠式紐ヽ
取締役社長 大松利幸

本 社岐阜市神田町 9丁目 25番地（大岐阜ビル6階）
〒500-8833合〈058〉 265-2233（代）

生産本部各務原市前渡東町 4丁目 2 2 2番地
〒504船22• 四〈 0583 〉 86-9311 （代）

樹脂工業株式会

代表取締役社長児玉俊

本社岐阜県安八郡神戸町末守37 7の1
電話〈0584〉27-4141

支 店東 京 、 大 阪

営業所本社、横井、福岡、仙台

工場本社、横井、熊本、栃木、池田

ポリエチレンチュープ

農業用ポリエチレンフィルム

靡東海ポリエチ工業所
代表取締役社長大野 賓

本社工場

名占屈営業所

浜松事務所

岐阜県羽島郡岐南町野中 〒印1-6004

［欠k｛腐誓ii9二!ill需（代）
名占屋市西区城西5丁目5番4号〒452-0841
TEL (052) 5 21-92 96番（代）
FAX (052) 532-1664番

浜松市入野町6056 〒432-8061
TEL (053) 4 4 7 -2 5 1 1番（代）

FAX (053) 4 4 7 -4 2 4 8番

合
業務用食器ー式。製造卸。治工具金型殷計製作

代 表取締役社長日比勝

本社岐阜県大垣市大島町2丁目 394番地

TEL <05況＞81-1347囮

営業所名古屋市西区城西3-15-3 3 

TEL <052> 9 3 2 -3 9 4 5囮

: I 

テガ工業罷

代表取締役社長 下哩予利昭

圃本社・工場 岐阜県関市下有知5601番地の1
TEL (0575) 24-2424（代表）

〒501-3217 FAX(0575)24-0567 

7̀
 

株式会社川瀬樹脂工業
エンジニアリング
プラスチック成型加工

代表取締役 ）I I 

〒503-0011岐阜県大垣市曽根町1丁目686番地

TEL : 0584-27-2256 FAX : 0584-27-5956 

岐阜

代表取締役

樹脂事業部

ギフト事業部

キャスター事業部

。工場

〒501-0555

研 工 業 蛉

林貢一郎

射出成形押出成形

ギフト商品卸販売

キャスター製造販売

岐阜県揖斐郡大野町

大字公郷1403番地

TEL(0585)35-2511 
F AX(O 5 8 5) 3 5-2 3 2 7 

-ll -



岐阜技研ポリマー

株式会社

取締役会長 篠田

岐阜市岩地 3-7-15 

TEL 〈058〉 246-2541 

FAX 〈058〉 246-2081

哲

技術と工夫で

価値あるものを…

シーシーアイ株式会社
代 表 取 締 役 社 長 岡 部 修二

岐阜県関市新迫間 1.2

TEL(0575)24-4111 FAX(0575)24-4199 

パス・伽空機・車柄・船舶月J各種座席、航空機部砧
強化プラスチックス、太附湿水器

〇天龍工 業 株 式 会社

代 表取締役社長福西紀雄

本 社岐阜県各務原市蘇原輿亜町 4丁目 1番地

TEL 〈0583〉82-4111（代）

d 
如吻man-kmeico..ltd. plastic products 

八幡化成株式会社

代表取締役 高 垣美 代子

〒501-4204 岐阜県郡上郡八幡町旭182番地

TEL(0575)67-1175（代） FAX(0575)65-5150

射出成形、並びに金型設計製作

株式会社

斎藤プラスチック工業所

代表取締役社長 靡f崩§ 榮； 廿i

〒501-3911

岐 阜 県 関 市 肥 田 瀬648-6

TEL (0575) 22-5678（代）
FAX (0575) 24-5438 

ポリエステル、ナイロンをリサイクルする

タナジンR（ナイロン樹脂）

サイクリーンRアラフノンRボビン資材回収

◇高安株式会社

代表取締役社長 泊i笈： 乳t双し
http:/ /www.takayasu-rf.co.jp 

本 社〒504-0828 各務原市蘇原村雨町3-47内0583-82-2231

坂祝工場〒505-0071 加茂郡坂祝町黒岩1516合 0574-26-4171

石）株式会社ニッセキ
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代表取締役石原良美

本社・工場

〒503-0641 海津郡海津町内記194

TEL(0584)53-0238 

FAX(0584)53-0359 

各種プラスチックシート真空成型加工

.Il0-/L化成品樟式会社
PEARL CHEMICAL PRODUCTS CO.,LTD. 

代表取締役 杉山元彦

本社工場 〒501-0473 岐阜県本巣郡真正町温井 243-8
TEL (0583)24--9155的 FAX(0583)24も221

管理本部〒500-8256岐阜市八坂町 40番地の 1
岐阜工場 TEL (058)271---0861（ft) FAX (058)275---0切0



”’株MUTO日は武藤化成工業所

代表取締役 武藤幸平

岐阜県武儀郡武芸川町跡部井口781〒501-2605

TEL〈0575〉46-3711 FAX < 0575〉46-2285

プラスチック原料販売

再生材料・着色・委託加工

有限会社 ク¥.tせオ歴廿］旨こ［木才
代表取締役 久世幸博

〒503-0008 大垣市楽田町3丁目29番地

TEL (0584) 81-6138 (f-t) 
81-5785 夜間

FAX (0584) 81-2260 

ふ 丘 口 〇

ムトー精工株式会社
代表取締役田中 肇

本社工場 〒509-0147岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-60-1

TEL (0583) 71-1100~芍 FAX (0583) 82-4365 

本社工場 〒509-0147岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-93

TEL (0583) 83-8311的 FAX(0583) 83-1516 

信頼できる高品質づくりをモットーに

念
採東海化成工業所

代表取締役宇野 隆

本社 山県郡高富町大桑4370
TEL (0581) 27-2111 
FAX (0581) 27-2915 

WWW.tokaikasei.cojr2_./lndex.htm 

l世ポリケム・バワ＿
質を創るトータル・ポリオレフォン・カンパニー

三菱化学と東燃化学との創造的な出会いから生まれたポリケムは、平成8年
9月員を創るトータル・ポリオレフィン・カンパニーをめざしスタートしました。

ポリオレフィン樹脂のスペシャリストとして、国内では最大、世界でも有数の規

模を誇るポリケムは、四日市・川崎・水島の3技術センターのそれぞれの特長

を活かし、多種・多様で高品質のポリケム・バリューをお届けしてまいります。

技術と信頼の証ノパテック

NOVAia:・ 
NOVAは「新星」。
ボリケムは、常に先進の技術革新に取り組み、最新・

最良の品質のボリオレフィン樹脂りバテック

(NOVATEC)』をお届けします。、X日本ポリケム株式会社東京都千代田区有楽町1-10-1 有楽町ビル〒100
TEL 03-3187-8010 FAX 03-3187-8040 
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高密度ポリエチレン ノバテックHD
低密度ボリエチレン ノバテックLD
直鎖状低密度ポリエチレン一―—ーノ）＼テックLL

直鎖状低箆度ポリエチレン一ノパテック'C6
エチレン一酢酸ピニル共重合樹脂ーノJiテック'EVA
ポリプロビレン ノパテックpp



I S09001 ・ ISO 1400 1認証取得

高
の
形

の
日

ヒヒ―ム月

世界に先駆けで電気式射出成形機」を開発した

NISSE切エピれ］テIJJロジー。

NISSEIは、
射出成形機・金型・金型製作ソフト・

成形支援システムの総合技術力で
お応えします。

総

蒻

射出成形機。金型・金型製作ソフト・成形支援システム

IR 
日精樹脂工業株式会社
1!111名古屋営業所・テクニカルセンター／〒485-0039愛知県小牧市外堀2-l 67tt(0568)75-9555（代）
11l1岡崎出張所／〒444-0858愛知県岡崎市上六名4-1-8三剛ピルlFD (0564) 52-1430 
11111三重出張所／〒514-0824三重県津市神戸横田203-4n{059)224-0716

1111本社・工場・技術研究Plr/〒389-0693長野県坂城町南条2110D(0268) 81-1050（営業部）

●http : //www.nisseijushi.co.jp 

＠株式會社名機裂ft肝
http://www.meiki-ss.co. jp 

本社・工場〒474-8666愛知県大府市北埼町大根2 ff〈0562〉48-2111(ffl
中部支店 〒474-8666愛知県大府市北埼町大根2 ft〈0562〉47-2391杓
岐阜出張所〒501-6001岐阜県羽島郁岐南町上印食8-104合〈058〉247-2674(ffl
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人三菱化学株式会社 東京都千代田区丸の内2-5-2〒100（三菱ビルティング） Telephone: 03-3283-6274（ダイヤルイン）

淡、ー‘/ 1 

信越化学工業株式
〒4503OOO2名古屋市中村区名駅4-27崎 23名古屋三井ピル東館

名古屋支店シリコーン部 (052)581-6515
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くらしのこだわリ・・
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HI圏枷
-RISU BASIC-

キッチンウエアはいつも清潔にしておきたい。

そんな要望にお応えして、リスは「より洗いやすい」形状と素材を開発しました。

キッチンウエア

3初 Point

ヽ リコ株式会社
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岐阜プラスチック工業株式会社

●本社：岐阜市神田町9丁目 25番地
TEL : <058>265-2233 

岐阜プラスチックグループ

●リスパック株式会社
●リス株式会社
●リス興業株式会社

●リスエンジニアリング株式会社


